























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































48 専修ロージャーナル　第５号 2010. 1
参考文献（注記のほか）
第１に関するものとして
「裁判員制度の下における大型否認事件の審理の在り方」（司法研究報告書60輯１号）（法曹会）
河本雅也ほか「『模擬裁判の成果と課題』について」判例タイムズ1287号５頁
今崎幸彦「裁判員裁判における審理及び制度運営上の課題」判例タイムズ1255号９頁
川崎英明「裁判員制度と任意性立証・特信性立証」季刊刑事弁護54号46頁など
第２に関するものとして
「裁判員裁判における第一審の判決書及び控訴審の審理の在り方」（司法研究報告書61輯２号）
（法曹会）
東京高等裁判所刑事部部総括裁判官研究会「控訴審における裁判員裁判の審査の在り方」判例
タイムズ1296号５頁
東京高等裁判所刑事部陪席裁判官研究会「裁判員制度の下における控訴審の在り方について」
判例タイムズ1288号５頁
大阪高等裁判所陪席会「裁判員制度のもとにおける控訴審の在り方」１ないし７判例タイムズ
1271ないし1276，1278号（特に，総論（小川育央），「控訴審の訴訟手続（1）」（前掲，植野ら），
「同（2）」（西田時弘），「事実誤認の審査」（遠藤和正ほか）の論稿）など
校正の段階で接したものとして
後藤昭「裁判員裁判と判決書，控訴審のあり方―司法研究報告書を素材として―」刑事法ジャ
ーナル19号25頁
a橋省吾「同」刑事法ジャーナル19号32頁
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